
881 993 1,109 906 879 779 727 714 686

（千個）

主
催
：
南
越
谷
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
　
南
越
谷
地
区
自
治
会
連
合
会

　
　
　
南
越
谷
地
区
セ
ン
タ
ー
・
南
越
谷
公
民
館

【ご注意】
●電話でATMの単語が出たら全て詐欺です。
●怪しいと思ったら、慌てず家族や警察に通報。

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

回収個数（千個）
累計回収個数（千個）

　
越
谷
大
会
団
体
の
部
で
優
勝
し
た

南
越
谷
Ａ（
杉
の
子
　
岩
阪 

倫
子
、

大
塚 

千
紘
、陣
野 

由
衣
、菅
原 

朗
）、

個
人
の
部
で
準
優
勝
し
た
五
十
嵐 

千
佳
（
杉
の
子
）、
第
３
位
の
河
地 

優
奈
（
杉
の
子
）
が
県
大
会
（
蓮
田

市
総
合
市
民
体
育
館
）
に
そ
れ
ぞ
れ

出
場
し
ま
し
た
。

　
団
体
戦
で
は
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

で
惜
し
く
も
敗
退
し
ま
し
た
が
、
個

人
戦
で
五
十
嵐 

千
佳
、
河
地 

優
奈

が
共
に
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
へ
進
出

し
て
ベ
ス
ト

16
に
入
り
ま

し
た
。
最
後

ま
で
諦
め
ず

に
闘
っ
た
選

手
の
健
闘
を

た
た
え
ま
す
。

Ｓ
・
Ｈ

　
午
前
中
、
コ
ミ
協
会
員
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
約
25
名
が
講
師
と

な
り
、
こ
ま
ま
わ
し
、
折
り
紙
な
ど

の
昔
か
ら
の
遊
び
を
小
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
10
種
目
の
う
ち
２
種
目
を

選
ん
で
遊
び
ま
し
た
。

　
児
童
は
、
講
師
の
丁
寧
な
指
導
を

受
け
な
が
ら

何
度
も
挑
戦

し
て
、
思
い

思
い
に
達
成

感
を
味
わ
っ

て
い
ま
し

た
。

Ｓ
・
Ｈ

　
越
谷
警
察
署
生
活
安
全
課
で
振
り

込
め
詐
欺
の
状
況
に
つ
い
て
、
２
月

23
日
㈭
伺
い
ま
し
た
。

　
２
０
１
６
年
は
被
害
総
額
約
５
千

２
０
０
万
円
。
今
年
の
１
月
に
１
０

０
０
万
円
の
多
額
な
被
害
が
発
生
。

息
子
を
語
り
、
現
金
を
長
男
の
同
僚

と
名
乗
る
男
に
手
渡
し
し
た
も
の
で

す
。
そ
の
後
、
家
族
が
確
認
し
、
詐

欺
被
害
に
気
付
い
た
そ
う
で
す
。

　
オ
レ
オ
レ
詐
欺
被
害
が
20
件
。
市

役
所
の
名
を
語
り
、
２
０
１
６
年
還

付
金
を
詐
欺
被
害
が
13
件
。
そ
の
他

に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
A
m
ａ

ｚ
ｏ
ｎ
ギ
フ
ト
券
詐
欺
も
発
生
。
左

記
の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
と
の

こ
と
で
す
。
　
　
　
　
　
　  

Ｓ
・
Ｈ

　
平
成
28
年
度
第
２
回
の
標
記
会
議

が
自
治
会
長
及
び
民
生
委
員
・
児
童

委
員
46
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
初
め
に
「
地
域
ケ
ア
会
議
全
般
に

つ
い
て
」
と
「
南
越
谷
地
区
ケ
ー
ス

検
討
会
議
の
報
告
」
が
あ
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
本
日
の
テ
ー
マ
「〝
地
域

の
つ
な
が
り
〞
を
強
め
て
い
く
た
め

に
、
南
越
谷
地
区
で
は
何
が
で
き
る

か
を
考
え
る
」
に
つ
い
て
９
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
討
議
し
『
挨
拶
が
と

び
か
う
町
づ
く
り
』
を
地
区
の
テ
ー

マ
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
自
治
会
に
よ
っ
て
は
サ
ブ

テ
ー
マ
を
別
に
設
け
る
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
し
た
。

　
次
に
こ
の

テ
ー
マ
を
ど

の
よ
う
に
進

め
る
か
を
話

し
合
い
、
今

後
そ
れ
ぞ
れ

の
自
治
会
に

持
ち
帰
り
、

検
討
し
て
い

く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

Ｓ
・
Ｈ

　
越
谷
市
消
防
署
の
指
導
の
も
と
、

地
区
総
合
防
災
訓
練
が
1
0
8
8
人

も
の
大
勢
が
参
加
し
て
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
は
例
年
行
わ
れ
て
い
る

炊
き
出
し
訓
練
を
は
じ
め
様
々
な
訓

練
の
ほ
か
、
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
（
姿

勢
低
く
、
頭
守
り
、
動
か
な
い
）、
仮

設
ト
イ
レ
組
み
立
て
・
解
体
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
高
橋
越
谷
市
長
か
ら
は
、「
市
と
し

て
も
災
害
時
に
は
で
き
る
限
り
早
く

対
応
す
る
よ
う
努
め
ま
す
が
２
、
３

日
は
ご
自
身
で
の
対
応
を
ご
理
解
い

た
だ
き
た
い
」。
ま
た
、
越
谷
市
消
防

署
の
森
田
副
署
長
か
ら
は
、「
積
極
的

な
訓
練
に
感
謝
し
、
今
日
の
訓
練
が

心
強
い
備
え
と
な
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
」
と
講
評
が
あ
り
ま
し
た
。

　
越
谷
市
の
危
機
管
理
課
、
建
築
住

宅
課
、
越
谷
・
松
伏
水
道
企
業
団
、

越
谷
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
東
彩
ガ

ス
㈱
か
ら
は
展
示
・
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　
富
士
中
学
校
生
徒
・
ガ
ー
ル
ス
カ

ウ
ト
１
０
８
人
が
参
加
。
受
付
、
備

蓄
品
仕
分
け
、
災
害
状
況
パ
ネ
ル
設

置
、
炊
き
出
し
・
配
布
や
各
訓
練
に

も
参
加
し
て
も
ら
い
、
若
者
と
繋
が

り
の
あ
る
防
災
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

Ｓ
・
Ｈ

第
32
回
越
谷
市
大
会
２
月
11
日
㈯

第
35
回
埼
玉
県
大
会
３
月
12
日
㈰

南
越
小
１
年
生
の
生
活
科
学
習

「
昔
か
ら
の
遊
び
」

彩
の
国
21
世
紀
郷
土
か
る
た
大
会

第
22
回 

南
越
谷
地
区
総
合
防
災
訓
練

南
越
谷
小
学
校
校
庭

３
月
12
日
㈰

●南越谷地区コミュニティ推進協議会　総会
　５月12日㈮　午後７時　南越谷地区センター

　今回の防災訓練は東日本大震災から6年
の報道が間近にあったこともあり、各訓練に
皆さん真剣に取り組まれていました。また、
会話の輪が随所で見受けられました。

お知らせ

南
越
谷
地
区

地
域
包
括
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

越
谷
市 

オ
レ
オ
レ
詐
欺
、

ポリオワクチン／9,335人分
CO2発生削減／58,811Kgでした。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
!

期間：H19.12.1～ H29.3.22

累計で7,710,763個

H20年度 H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度

ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ

回
収
報
告

県大会
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今
回
の
ク
リ
ー
ン
活
動
は
、
コ
ミ

協
環
境
衛
生
部
会
及
び
周
辺
自
治
会

の
参
加
も
あ
り
総
勢
23
名
で
実
施
し

ま
し
た
。

　
午
前
９
時
に
地
区
セ
ン
タ
ー
を
出

発
し
て
、
新
越
谷
・
南
越
谷
駅
↓
獨

協
医
科
大
学
越
谷
病
院
前
↓
や
な
ぎ

だ
公
園
（
高
架
下
４
号
公
園
）↓
新
越

谷
病
院
↓
南
越
谷
第
二
公
園
↓
地
区

セ
ン
タ
ー
の
ル
ー
ト
を
1
時
間
45
分

程
か
け
て
ゴ
ミ
収
集
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
周
辺
自
治
会
（
南
越
谷
３

丁
目
、
越
谷

フ
ァ
ミ
リ
ー
タ

ウ
ン
、東
柳
田
、

南
越
谷
４
・
５

丁
目
）
が
参
加

し
、
地
元
周
辺

を
中
心
に
作
業

を
実
施
し
ま
し

た
。

　
特
に
南
越
谷

北
口
側
の
吹
き

溜
ま
り
に
ゴ
ミ

が
多
く
近
隣
自

治
会
と
話
し

合
っ
て
、
ま
め

に
清
掃
す
る
必

要
が
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。Ｍ

・
Ｔ 環

境
・
衛
生
部
会
担
当

２
月
19
日
㈰

南
越
谷
地
区
ク
リ
ー
ン
活
動

南
越
谷
地
区
セ
ン
タ
ー
、

南
越
谷
小
学
校
教
室
・
体
育
館
・
校
庭

１
月
20
日
㈮

主
催
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
新
越
谷
病
院

南
越
谷
地
区
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

３
月
17
日
㈮

シェイクアウト



回
1
2
3
4

年月日
H28/12/16㈮
H29/2/3㈮

2/8㈬
2/25㈯

内　容
障がい者の人権について
無縁社会と家族について
認知症と高齢者の尊厳について
いじめの心について

対　象
高齢者学級「万年青大学」
地区自治会連合会・地区コミ協
地区民生委員・児童委員協議会
公運協・地区スポレク・子育連

主
催
　
協
働
フ
ェ
ス
タ
実
行
員
会

越
谷
市
中
央
市
民
会
館

１
月
28
日
㈯

　
地
区
の
自
治
会
長
を
は
じ
め
小
・

中
学
校
の
恩
師
を
来
賓
に
迎
え
、
多

く
の
保
護
者
も
列
席
さ
れ
て
平
成
28

年
度
南
越
谷
地
区
成
人
式
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
南
越
谷
地
区
の
対
象
者

は
３
５
５
名
、
出
席
し
た
新
成
人
は

２
６
５
名
（
出

席
率
75
％
）
で

し
た
。

　
式
典
は
、
午

前
11
時
か
ら
新

成
人
実
行
委
員

の
青
野
祥
子
さ

ん
に
よ
り
進
行

し
ま
し
た
。
飯

　
平
成
28
年
度
の
地
域
懇
談
会
が
Ｐ

Ｔ
Ａ
、
地
区
の
自
治
会
長
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
、
見
守
り
パ
ト
ロ
ー

ル
の
23
名
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
出
席
者
の
自
己
紹
介
か
ら
始
ま

り
、
校
長
挨
拶
並
び
に
学
校
経
営
方

針
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
本
年

度
の
教
育
活
動
を
写
真
を
通
し
て
紹

　
3
回
目
を
迎
え
た
今
年
は
、
新
た

に
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
駅
も
加
わ
り

同
時
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。 新
越
谷

駅
・
南
越
谷
駅
で
は
、
同
駅
周
辺
帰

宅
困
難
者
対

策
協
議
会

（
会
長
J
R

南
越
谷
駅

長
）の
も
と
、

県
・
市
・
警

察
・
鉄
道
業

者
・
周
辺
事

業
者
が
連
携

し
て
帰
宅
困
難
者
対
策
の
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
に
は
、
一

般
の
方
を
含
め
約
２
０
０
名
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。

　
訓
練
内
容
は
、
地
震
発
生
と
同
時

に
J
R
武
蔵
野
線
・
東
武
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
ラ
イ
ン
全
線
が
運
休
で
回
復
見

込
み
立
た
ず
の
想
定
で
行
わ
れ
、
各

　
今
年
度
３
回
目
と
な
る
「
花
い
っ

ぱ
い
運
動
」
が
、
環
境
・
衛
生
部
会

を
中
心
に
18
名
が
参
加
し
て
午
前
９

時
か
ら
10
時
に
か
け
て
南
越
谷
地
区

セ
ン
タ
ー
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
南
越
谷
地
区
の
緑
化
運
動
推
進
の

た
め
地
区
の
自

治
会
に
声
を
か

け
た
と
こ
ろ
、

希
望
さ
れ
た
21

自
治
会
が
取
り

に
来
ら
れ
ま
し

た
。

　
花
苗
は
、
何

色
も
の
パ
ン

ジ
ー
、ビ
オ
ラ
、

ノ
ー
ス
ポ
ー
ル

（
白
）
と
ム
ル

チ
コ
ー
レ（
黄
）

の
合
計
６
０
０

ポ
ッ
ト
で
、
20

ポ
ッ
ト
ず
つ
に

　
第
33
回
郷
土
芸
能
祭
が
開
催
さ

れ
、
市
内
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
13
の

伝
統
芸
能
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。
南
越
谷
小
学
校
は
初
参
加
で
、

ダ
ン
ス
・
阿
波
踊
り
ク
ラ
ブ
の
９
名

が
南
越
谷
阿
波

踊
り
振
興
会
の

指
導
の
も
と

に
、
昨
年
か
ら

練
習
を
積
み
重

ね
て
き
た
阿
波

踊
り
を
披
露
し

ま
し
た
。
そ
の

演
技
に
会
場
か

ら
は
大
き
な
拍

手
が
起
き
て
い

ま
し
た
。Ｓ

・
Ｈ

花
い
っ
ぱ
い
運
動

環
境
・
衛
生
部
会
担
当
　
３
月
５
日
㈰

〜
春
の
訪
れ
を
感
じ
て
〜

　
第
１
回
の
連
絡
会
議
の
テ
ー
マ
は

「
自
主
財
源
の
確
保
に
つ
い
て
」
で

す
。
越
谷
市
13
地
区
の
コ
ミ
協
会
員

が
６
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
行
い
ま

し
た
。

　
初
め
に
市
民

活
動
支
援
課
よ

り
「
自
主
財
源

の
種
類
と
越
谷

市
の
考
え
方
」、

「
事
例
紹
介
」
の

説
明
が
あ
り
、

各
グ
ル
ー
プ
の
意
見
交
換
に
移
り
ま

し
た
。
自
己
紹
介
と
地
区
の
状
況
の

説
明
を
行
い
、
次
に
各
地
区
の
自
主

財
源
の
取
り
組
み
、
こ
れ
か
ら
や
っ

て
み
た
い
こ
と
を
話
し
合
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
毎
に
話
し

合
っ
た
結
果
を
発
表
し
ま
し
た
。Ｓ

・
Ｈ

　
第
２
回
目
の
テ
ー
マ
は
「
防
災
・

防
犯
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」で
す
。

南
越
谷
地
区
セ
ン
タ
ー
の
風
間
所
長

地
区
コ
ミ
協
連
絡
会
議

第
9
回 

協
働
フ
ェ
ス
タ

主
催 

越
谷
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会

越
谷
市
中
央
市
民
会
館
劇
場

１
月
28
日
㈯

主
催 

越
谷
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会

越
谷
市
役
所
第
３
庁
舎
５
階

第
１
回
　
12
月
20
日
㈫

第
２
回
　
２
月
23
日
㈭

第
３
回 

ま
ち
づ
く
り
講
演
会

　「
こ
と
わ
ざ
か
ら
学
ぶ
家
族
・
社

会
の
絆
」
を
テ
ー
マ
に
〝
屋
根
裏
の

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
〞
と
し
て
親
し
ま
れ

た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
コ
ラ
ム
ニ
ス

ト
の
橋
本
テ
ツ
ヤ
氏
の
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。

　
日
本
の
古
く
か
ら
伝
わ
る
「
こ
と

わ
ざ
」
に
つ
い
て
何
気
な
く
使
っ
て

い
る
が
、
本
当
の
意
味
を
知
ら
な
い

〝
こ
と
わ
ざ
〞
に
つ
い
て
改
め
て
検

証
し
て
、
そ
の
深
い
意
味
や
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
に
、「
健
康
に
ま
つ
わ
る
・
家

島
実
行
委
員
長
、
高
橋
越
谷
市
長
、

越
谷
市
議
会
議
長
よ
り
「
自
ら
を
真

剣
に
見
つ
め
直
し
、
志
を
高
く
持
ち
、

大
き
く
羽
ば
た
い
て
く
だ
さ
い
」「
こ

れ
ま
で
支
え
て
い
た
だ
い
た
す
べ
て

の
方
々
に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な

い
で
く
だ
さ
い
」
な
ど
、
お
祝
い
の

言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
答
え
て
、
新
成
人
を
代
表

し
て
戸
川
優
理
さ
ん
よ
り
「
一
人
ひ

と
り
が
自
分
の
行
動
に
責
任
を
持

ち
、
社
会
の
一
員
と
し
て
常
に
向
上

心
も
っ
て
前
進
す
る
覚
悟
で
す
」
と

力
強
い
誓
い
の
言
葉
が
あ
り
ま
し

た
。
来
賓
紹
介
で
は
、
小
・
中
学
校

恩
師
の
時
に
大
き
な
拍
手
と
歓
声
が

上
が
り
ま
し
た
。

　
式
典
後
は
、
新
成
人
実
行
委
員
に

よ
る
大
抽
選
会

で
盛
り
上
が
り
、

ま
た
恩
師
や
仲

間
と
の
輪
が
で

き
て
時
間
を
忘

れ
る
ほ
ど
和
や

か
な
茶
話
会
で

し
た
。
　 

Ｔ
・
Ｎ

南
越
谷
小
学
校
ダ
ン
ス
・

阿
波
踊
り
ク
ラ
ブ
初
舞
台

２
月
22
日
㈬

南
越
谷
小
学
校
地
域
懇
談
会

平
成
28
年
度 

人
権
教
育
指
導
研
修
事
業

２
月
25
日
㈯

新
越
谷
駅
・
南
越
谷
駅
周
辺

帰
宅
困
難
者
対
策
訓
練
 

　
小
春
日
和
を
感
じ
る
こ
の
日
、
中

央
市
民
会
館
全
館
と
前
庭
で
「
あ
な

た
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー

マ
に
市
民
活
動
団
体
・
企
業
・
行
政

の
合
せ
て
80
団
体
、
１
個
人
が
一
堂

に
会
す
る
協
働
フ
ェ
ス
タ
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　
回
を
重
ね
る
ご
と
に
多
く
の
市
民

の
参
加
が
あ
り
、
展
示
・
実
演
、
演

奏
が
行
わ
れ
、
各
種
模
擬
店
で
は
温

か
い
食
べ
物
を
販
売
し
て
い
ま
し

た
。
加
え
て
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
各

階
の
展
示
を
め
ぐ
り
楽
し
ん
で
い
る

人
も
い
ま
し
た
。

　
南
越
谷
地
区

コ
ミ
協
は
、
今

年
度
数
回
実
施

し
た
「
避
難
所

運
営
ゲ
ー
ム
（
Ｈ

Ｕ
Ｇ
）
体
験
会
」、

南
越
谷
小
学
校

児
童
の
「
交
通

族
に
ま
つ
わ
る
・
食
生
活
に
ま
つ
わ

る
・
お
金
・
仕
事
に
ま
つ
わ
る
」〝
こ

と
わ
ざ
〞
に
つ
い
て
具
体
例
を
挙
げ

て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
に
食
生
活
で
最
適
食
事
量
は

〝
腹
五
分
目
〞
の
表
現
が
共
感
を
得

ま
し
た
。
時
々
出
席
者
に
質
問
を
投

げ
か
け
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
回
答

さ
れ
た
講
演
で
し
た
。
　
　  

Ｒ
・
Ｎ

が
講
義
を
担
当
さ
れ
ま
し
た
。
災
害

時
の
水
源
の
確
保
な
ど
、
全
国
で
も

例
を
見
な
い
取
り
組
み
に
、
大
き
な

関
心
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後

の
グ
ル
ー
プ
討
議
で
は
、
時
間
が
足

り
な
い
ほ
ど
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
、
同
じ
市
内
で
も
地
域
性
に
よ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ミ
協
で
行
な
っ

て
い
る
独
自
の

取
り
組
み
が
あ

り
、
お
互
い
に

大
い
に
参
考
に

な
り
、
実
り
あ

る
連
絡
会
議
で

し
た
。

Ｙ
・
Ｔ

越
谷
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

３
月
５
日
㈰

主
催
　
越
谷
市
教
育
委
員
会

南
越
谷
地
区
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

駅
前
で
地
震
発
生
と
同
時
に
「
シ
ェ

イ
ク
ア
ウ
ト
」（
姿
勢
低
く
、頭
守
り
、

動
か
な
い
）
の
訓
練
を
行
い
、
受
入

れ
施
設
・
避
難
ル
ー
ト
を
確
認
し（
コ

ミ
セ
ン
と
南
越
地
区
セ
ン
タ
ー
）
誘

導
員
に
引
率
さ
れ
て
各
避
難
所
に
移

動
し
ま
し
た
。（
南
越
地
区
セ
ン
タ
ー

へ
は
１
１
３
名
） 
 

　
各
避
難
所
で
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
鑑
賞
、

市
役
所
危
機
管
理
課
よ
り
の
地
震
対

応
に
つ
い
て
、
水
・
食
料
保
存
等
「
自

助
」
の
重
要
性
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
訓
練
終
了
後
は
「
防
災

関
連
グ
ッ
ズ
」
を
受
け
取
り
帰
宅
し

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　  

Ｔ
・
Ｎ

介
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
南
越
小

だ
よ
り
、
下

校
時
の
パ
ト

ロ
ー
ル
、
道

路
標
識
の
整

備
等
に
つ
い

て
意
見
交
換

が
あ
り
ま
し

た
。

Ｓ
・
Ｈ

　
差
別
の
な
い
明
る
い
社
会
づ
く
り

を
目
指
し
、
市
民
や
社
会
教
育
関
係

団
体
等
に
対
し
、
人
権
問
題
の
正
し

い
理
解
と
認
識
を
広
め
る
指
導
者
を

養
成
す
る
た
め
の
講
座
を
４
回
実
施

し
、
合
計
1
5
6
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
私
た
ち
の
身
近
に
あ
る
〝
い
じ
め
・

差
別
・
偏
見
・
無
関
心
〞
を
少
し
立
ち

止
ま
っ
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
講

師
か
ら
は
、
一
人

ひ
と
り
の
人
権
が

尊
重
さ
れ
、
安
心

し
て
心
豊
か
な
生

活
を
送
る
た
め
に
、

地
域
が
一
体
と

な
っ
て
様
々
な
取

り
組
み
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。  

Ｔ・
Ｎ

安
全
ポ
ス
タ
ー
」「
地
区
コ
ミ
協
の

３
事
業
紹
介
」
の
パ
ネ
ル
を
展
示
し

て
多
く
の
皆
さ
ん
に
説
明
し
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｒ
・
Ｎ

仕
分
け
さ
れ
て
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　
自
治
会
へ
花
苗
が
配
付
さ
れ
た
ほ

か
、
鳩
ヶ
谷
・
別
府
線
沿
い
の
花
壇

の
補
充
と
手
入
れ
、
ま
た
地
区
セ
ン

タ
ー
花
壇
の
植
え
替
え
も
行
わ
れ
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　Ｎ
・
Ａ

「
人
権
学
習
講
座
」

南
越
谷
地
区
成
人
式

富
士
中
学
校
体
育
館
　
１
月
８
日
㈰

〜
大
き
く
羽
ば
た
け
新
成
人
〜


